
今 後 の 観 光 施 策 の 核 と な る キ ー ワ ー ド
今、大きな転換期を迎えている日本の観光   行政において、重要な3つの要素を紹介します

「
地
方
創
生
回
廊
」に
つ
い
て
安
倍
総
理
は
、
本
年
１
月
の
通
常
国
会
で
の
施
政
方

針
演
説
に
お
い
て「
新
幹
線
を
は
じ
め
と
し
た
交
通
網
で
地
方
と
地
方
を
つ
な
ぐ
地
方

創
生
回
廊
を
創
り
上
げ
て
い
く
」と
述
べ
ら
れ
、ビ
ジ
ョ
ン
で
は「
地
方
創
生
回
廊
の
完

備
を
通
じ
て
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
か
ら
地
方
と
地
方
を
結
ぶ
新
幹
線
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
長

距
離
交
通
網
を
活
用
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
移
動
し
快
適
な
旅
を
実
現
す
る
」と
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
１
９
７
４
万
人
で
す
が
、
そ
の
約
６
割
が

東
京
↓
富
士
山
↓
京
都・大
阪
と
い
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
し
て
い
ま
す
。ビ

ジ
ョ
ン
で
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
、
２
０
２
０
年
に
４
０
０
０
万
人
、
２
０
３
０

年
に
は
６
０
０
０
万
人
と
の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
う
し
た
高
い
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
も
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
以
外
の
地
域
に
も
観
光
客
に
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
出
発
前
に
海
外
の
限
ら
れ
た
旅
行
代
理
店
で

し
か
購
入
で
き
な
か
っ
た「
ジ
ャ
パ
ン・レ
ー
ル
パ
ス
※
」を
日
本
到
着
後
も
購
入
可
能
と

す
る
他
、
新
幹
線
開
業
、
空
路
新
設
な

ど
に
合
わ
せ
た
観
光
地
周
辺
ま
で
の
新

た
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
設
定
、
観
光

地
周
辺
で
の
交
通
の
充
実
、
乗
り
放
題

き
っ
ぷ
な
ど
の
造
成
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
利

用
者
に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
良
い「
地
方

創
生
回
廊
」の
完
備
を
実
現
し
ま
す
。

休
暇
改
革
に
つ
い
て
は
、日
本
の
労
働
者
の
年
次
有

給
休
暇
取
得
平
均
日
数
は
８・８
日
、
取
得
率
は
47
・

６
％
※
で
必
ず
し
も
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
併
せ
て
、

国
内
旅
行
の
需
要
は
盆
休
み
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
な
ど
の
一
部
期
間
に
集
中
す
る
た
め
、
交
通
機
関

の
混
雑
や
道
路
の
渋
滞
が
発
生
、
多
く
の
観
光
地
が

混
雑
し
、必
ず
し
も
快
適
な
観
光
を
楽
し
め
て
い
な
い

状
況
が
あ
り
ま
す
。

諸
外
国
の
休
暇
制
度
、例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、年

間
有
給
休
暇
は
、
就
業
日
ベ
ー
ス
で
30
日
間
取
得
可

能
で
、
こ
の
う
ち
５
／
１
～
10
／
31
の
間
に
28
日
間
、

う
ち
14
日
間
は
連
続
し
て
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

同
一
雇
用
主
の
下
で
１
年
以
上
勤
務
す
る
と
年
間
28

日
間
の
有
給
休
暇
が
保
証
さ
れ
、さ
ら
に
そ
の
休
暇
に

奨
励
割
増
金
と
し
て
、
給
与
の
17・５
％
分
が
休
暇
前

に
前
払
い
さ
れ
ま
す（
当
該
割
増
金
は
所
得
税
控
除

対
象
）。
加
え
て
、10
年
以
上
勤
務
す
る
と
最
低
42
日

間
、
15
年
以
上
勤
務
す
る
と
91
日
間
の
有
給
休
暇
が

保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
率
70
％
へ
の
向
上
を
目
指

し
、
休
暇
取
得
の
分
散
化
を
通
じ
て
、

休
暇
の
利
用
に
よ
る
観
光
の
促
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、今
後
具
体
的

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

東海道・山陽新幹線改札前に集まる外国人旅行者（東
京駅にて）

快
適
な
旅
を
実
現
し
、

地
方
へ
の
旅
行
者
の
流
れ
を
創
出
す
る

休
暇
取
得
の
分
散
化
を
通
じ
て
、

観
光
の
促
進
を
図
る

地方創生回廊

休暇改革

※
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
が
共
同
提
供
す
る
外
国
人

旅
行
者
向
け
パ
ス
。新
幹
線
な
ど
が
割
安
で
利
用

で
き
、
訪
日
外
国
人
に
人
気
の
き
っ
ぷ
。

※厚生労働省　平成27年就労条件総合調査

特集

明日の日本を支える観光ビジョン
「観光先進国」への取り組み
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今、大きな転換期を迎えている日本の観光   行政において、重要な3つの要素を紹介します

現
在
、
各
地
域
に
あ
る
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
、
広
報
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
財
源
の
制
約
や

集
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
で
な
い
と
い
っ
た
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
協
会
が
運
営
す

る
観
光
案
内
所
で
は
観
光
地
図
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
設
置
、
宿
泊
の
手
配
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
通
信
機
器
が
普
及
し
た

昨
今
は
、旅
行
者
自
身
が
手
軽
に
旅
先
で
の
情
報

収
集
や
ネ
ッ
ト
予
約
な
ど
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の

役
割
が
相
対
的
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
面
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
観
光
協
会
に
は
、
現
地
の
人
だ
か

ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
情
報（
例
え
ば
隠
れ
た
景
勝

地
、美
味
し
い
と
評
判
の
お
店
な
ど
）も
蓄
積
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
適
切
に
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
観
光
地
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
観
光
地「
経

営
」の
視
点
を
取
り
入
れ
、
持
続
的
に
収
益
を
上

げ
つ
つ
、
地
域
独
自
の
魅
力
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
策

定
、
美
し
い
景
観
形
成
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

な
ど
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
な
組
織
に
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

例
え
ば
外
国
に
お
け
る
先
行
事
例
と
し
て
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ（Destination M

arketing/M
anagement 

Organization

）と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
郡
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ「Visit N

apa 
Valley

」で
は
、富
裕
層
や
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー

な
ど
に
応
じ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
専
門
職
員
が

主
導
し
て
実
施
し
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
輸
送
会
社
、
ツ
ア
ー
会
社
な
ど
と
契
約
を

結
び
、
一
定
の
金
額
を
徴
収
し
、
安
定
収
入
を
確

保
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。そ
の
結
果
、ナ
パ
郡
の
旅
行
者
数
は
２
０
０
５

年（
平
成
17
年
）４
７
０
万
人
か
ら
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）５
５
０
万
人
に
増
加
し
、
消
費
額

も
10
億
ド
ル
弱
か
ら
16
億
ド
ル
に
増
加
さ
せ
た
実

績
が
あ
り
ま
す
。

観
光
庁
で
は
、
こ
う
し
た
例
も
参
考
に
国
内
に

お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
・
確
立
を
目
指
し
、
平
成

27
年
よ
り
そ
の
候
補
と
な
り
得
る「
日
本
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
候
補
法
人
」の
登
録
を
開
始
し
、
本
年
５
月
現

在
、「（
一
社
）せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構
」な
ど
81

組
織
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
０
年
ま
で
に

世
界
水
準
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
１
０
０
組
織
形
成
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
担
う
人
材
育
成
も

急
務
で
す
。
ま
ず
は
、
大
学
院
段
階（
Ｍ
Ｂ
Ａ
を

含
む
）に
観
光
の
中
核
を
担
う
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
経

営
人
材
育
成
拠
点
を
形
成
し
、ま
た
大
学
の
観
光

学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
革
、
観
光
分
野
の
専
修
学

校
な
ど
高
等
教
育
機
関
と
連
携
し
、即
戦
力
と
な

る
観
光
人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

日本版
DMO

交通事業者

商工業

宿泊施設

農林漁業

飲食店

行政

地域住民
・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

・ふるさと名物の開発
・免税店許可の取得

・個別施設の改善
・品質保証の導入

・農業体験プログラ
ムの提供

・6次産業化による
商品開発 ・「地域の食」の提供

・多言語、ムスリム対応

・観光地域づくりへ
の理解

・市民ガイドの実施

・観光振興計画の策定
・プロモーション等の

観光振興事業
・インフラ整備（景観、

道路、空港、港湾等）
・文化財保護、活用
・観光教育
・交通政策
・各種支援措置

「
観
光
地
を
経
営
す
る
」
視
点
で
の
観
光
地
づ
く
り

経
営
を
担
う
組
織
形
成
と
人
材
育
成
を
推
進

日本版DMO

Visit Napa Valley のウェルカム・センター
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の
分
散
化
を
通
じ
て
、

観
光
の
促
進
を
図
る

地方創生回廊

休暇改革

※
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
が
共
同
提
供
す
る
外
国
人

旅
行
者
向
け
パ
ス
。新
幹
線
な
ど
が
割
安
で
利
用

で
き
、
訪
日
外
国
人
に
人
気
の
き
っ
ぷ
。

※厚生労働省　平成27年就労条件総合調査

特集

明日の日本を支える観光ビジョン
「観光先進国」への取り組み
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